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Ⅳ 利用上の注意及び用語の解説 

 

１ 利用上の注意 

  （１）本書に掲載されている割合の数値は四捨五入しているため、内訳の合計が総数に合わな 

い場合がある。 

  （２）表中の「業務の種別」は簡略した表現になっている箇所がある。調査票上の正確な表現 

及びその定義は、85・86頁を参照されたい。 

（３）本調査における診療科名は、医療法において広告が認められている診療科名である。 

医療機関が標ぼうする診療科名については、従来、医療法施行令に具体的名称を限定列 

挙して規定されていたところであるが、平成20年４月１日から適切な医療機関の選択と受

診を支援する観点から、身体の部位や患者の疾患等、一定の性質を有する名称を診療科名

とする柔軟な方式に改められたため、年次推移の単純な比較はできない。 

 

２ 表中の記号 

 計数のない場合                                               － 

計数不明又は計数を表章することが不適当な場合                ･･･ 

統計項目がありえない場合                                     ・ 

比率等でまるめた結果が表章すべき最下位の桁の１に達しない場合    0.0 

減少数又は減少率を意味する場合                               △ 

 

３ 用語の解説 

  病院 

    医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所であって、患者20人以上の入院施設を有す

るものをいう。 

 

  医育機関 

    学校教育法に基づく大学等において、医学又は歯学の教育を行う機関をいう。 

 

  診療所 

   医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所であって、患者の入院施設を有しないもの、

又は患者19人以下の入院施設を有するものをいう。 

 

  介護老人保健施設 

   介護保険法による都道府県知事の開設許可を受けた施設であって、入所する要介護者に対し、

施設サービス計画に基づいて、看護、医学的管理下における介護及び機能訓練その他必要な医

療並びに日常生活上の世話を行うことを目的とする施設をいう。 
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  診療科名 

   主たる診療科 

     複数の診療科に従事している場合の主として従事する診療科と、１診療科のみに従事して

いる場合の診療科をいう。 

   診療科（複数回答） 

   ２つ以上の診療科に従事している場合、各々の科に重複計上している。 

  全 科 

       診療科を限定することなく総合的に診療を行なう場合の診療科をいう。 

   その他 

    健康管理等を行なっている場合、「その他」として計上している。 

 

    医療施設の従事者 

  医師及び歯科医師については「従事している施設及び業務の種別」（85・86頁）のうち１

から７までに該当する者、薬剤師については３から６までに該当する者をいう。 

 

    従業地 

     各届出票の業務の種別中、「その他の業務の従事者」・「無職の者」（薬剤師票は「無職

の者」のみ）は住所地により計上している。 

 

   平均年齢 

     平均年齢算出に月数を含めた方法を用いている。 
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従事している施設及び業務の種別 

 各届出票では下記のように区分されている。複数の業務に従事している場合は、主に従事してい

るものを一つ選ぶ。 

 

 ＜医師・歯科医師＞ 

施設の種別 業務の種別 

診
療
所 

１ 診療所の開設者又は法人の代表 

  者 

診療所を開設している者、又は診療所を開設する法人の代表

者 

２ 診療所の勤務者 法人の代表者を除く診療所の勤務者（臨床研修医を含む。）

病
院 

３ 病院の開設者又は法人の代表者 病院を開設している者、又は病院を開設する法人の代表者 

４ 病院の勤務者 医学部若しくは歯学部を有する大学又は大学研究所の附属病

院以外の病院の勤務者（臨床研修医を含む。） 

医 

育 

機 

関 

５ 医育機関の臨床系の教官又は教 

員 

医学部若しくは歯学部を有する大学又は大学研究所やその附

属病院に勤務する臨床系の者（教授、准教授、講師、助教等）

６ 医育機関の臨床系の大学院生 医学部若しくは歯学部を有する大学又は大学研究所やその附

属病院に勤務する臨床系の大学院生 

７ 医育機関の臨床系の勤務者で５ 

及び６以外の者（医員、臨床研修

医、その他） 

医学部若しくは歯学部を有する大学又は大学研究所やその附

属病院に勤務する臨床系の者（医員、臨床研修医、医局員（有

給・無給に関わらず。）、研究生等） 

８ 医育機関の臨床系以外の大学院 

  生 

医学部若しくは歯学部を有する大学又は大学研究所やその附

属病院に勤務する臨床系以外の大学院生 

９ 医育機関の臨床系以外の勤務者 

で８以外の者（教官、教員、その

他） 

医学部若しくは歯学部を有する大学又は大学研究所やその附

属病院に勤務する臨床系以外の者（施設の管理者、基礎系の

教授、准教授、講師、助教、研究生等） 

保
健
施
設 

介
護
老
人 

10 介護老人保健施設の開設者又は

法人の代表者 

介護老人保健施設を開設している者、又は介護老人保健施設

を開設する法人の代表者 

11 介護老人保健施設の勤務者 法人の代表者を除く介護老人保健施設の勤務者 

上
記
以
外
の
施
設 

12 医育機関以外の教育機関又は研

究機関の勤務者 

医学部及び歯学部を有していない大学又は大学研究所やその

附属機関に従事している者（教授、准教授、講師、助教、大

学院生、研究生等） 

13 行政機関の従事者 国、都道府県、保健所、区市町村等の行政機関に従事してい

る者 

14 12及び13以外の産業医 事業場において、労働者の健康管理等のために従事している

者 

15 上記以外の保健衛生業務の従事

者 

社会保険診療報酬支払基金、血液センター、生命保険会社（嘱

託医）等の保健衛生業務に従事している者 

そ
の
他 

16 その他の業務の従事者 １～15に含まれない者で、医師又は歯科医師としての資格を

必要としない業務に従事している者（会社役員等） 

17 無職の者 職業に従事していない者、休業中、病気療養中等 

※ 本表は、医師及び歯科医師に係る各届出票の記載内容を統合しているため、一部に番号や表記が実際の届出票に

記載されている内容と異なる場合がある。 
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＜薬剤師＞ 

施設の種別 業務の種別 

薬
局 

１ 開設者又は法人の代表者 薬局を開設している者、又は薬局を開設する法人の代表

者 

２ 勤務者 法人の代表者を除く薬局の勤務者 

病
院 

３ 調剤・病棟業務 病院において、調剤、病棟業務、薬歴管理、服薬指導、

医薬品情報業務等に従事している者 

４ その他（治験、検査等） 病院において、調剤・病棟業務以外の業務に従事してい

る者 

診
療
所 

５ 調剤・病棟業務 診療所において、調剤、病棟業務、薬歴管理、服薬指導、

医薬品情報業務等に従事している者 

６ その他（治験、検査等） 診療所において、調剤・病棟業務以外の業務に従事して

いる者 

大
学 

７ 勤務者（研究・教育） 大学において、教育又は研究に従事している者（教授、

准教授、講師、助教等） 

８ 大学院生又は研究生 大学において、上記７以外の大学院生、又は研究生 

関
係
企
業 

医 

薬 

品 

９ 医薬品製造販売業・製造業（研

究・開発、営業、その他） 

製薬会社（その研究所を含む。）、血液センター等医薬

品の製造販売業又は製造業に従事している者（企業から

派遣される治験コーディネーターを含む。） 

10 医薬品販売業 
医薬品の店舗販売業、配置販売業、卸売販売業に従事し

ている者（旧薬種商を含む。） 

の 

施 
設 

上
記
以
外 

11 衛生行政機関又は保健衛生施設

の従事者 

国、都道府県、保健所、地方厚生局麻薬取締部、地方衛

生研究所、国立医薬品食品衛生研究所、公害担当部門等

衛生行政機関、又は保健衛生施設に従事している者 

そ
の
他 

12 その他の業務の従事者 化粧品や医薬部外品等の製造業、化学工業、食品関係等

１～11に含まれない業務に従事している者 

13 無職の者 職業に従事していない者、休業中、病気療養中等 
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（このページは空白である。） 
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1　人口、東京・全国・年次別
各年10月1日現在

　東　京 　全　国 　東　京 　全　国

昭和35 年 * 9,683,802 94,301,623 平成 2 * 11,855,563 123,611,167

40 * 10,869,244 99,209,137 4 11,874,000 124,452,000

45 * 11,408,071 104,665,171 6 11,771,000 125,034,000

50 * 11,673,554 111,939,643 8 11,772,000 125,864,000

55 * 11,618,281 117,060,396 10 11,830,000 126,486,000

57 11,669,000 118,693,000 12 * 12,064,101 126,925,843

59 11,797,000 120,235,000 14 12,219,000 127,435,000

61 11,893,000 121,672,000 16 12,378,000 127,687,000

63 11,890,000 122,783,000 18 12,659,000 127,770,000

20 12,838,000 127,692,000

22 * 13,159,388 128,057,352

24 13,230,000 127,515,000

26 13,390,000 127,083,000

注1  東京都の人口・全国の人口ともに「人口推計（各年10月1日現在）」（総務省統計局）の総人口による。

　2  ＊印がついている年は、東京都･全国ともに「国勢調査」（総務省統計局）確定値の総人口による。

　

Ⅴ　比率の算出に用いた人口

年　　次 年　　次
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２　東京都人口、区市町村別
平成26年10月1日現在

区 市 町 村 区 市 町 村

総 数 13,390,000       府 中 市 259,082          

男 6,608,000        昭 島 市 111,247          

女 6,782,000        調 布 市 226,435          

区 部 9,143,041        町 田 市 428,766          

市 部 4,151,178        小 金 井 市 120,773          

郡 部 57,738           

島 部 26,627           小 平 市 189,692          

日 野 市 182,998          

千 代 田 区 53,100           東 村 山 市 151,872          

中 央 区 138,492          国 分 寺 市 122,276          

港 区 217,492          国 立 市 75,407           

新 宿 区 334,363          

文 京 区 215,301          福 生 市 58,257           

狛 江 市 80,508           

台 東 区 184,751          東 大 和 市 85,228           

墨 田 区 255,069          清 瀬 市 74,369           

江 東 区 482,436          東 久 留 米 市 116,214          

品 川 区 374,701          

目 黒 区 275,701          武 蔵 村 山 市 70,524           

多 摩 市 147,649          

大 田 区 706,748          稲 城 市 86,724           

世 田 谷 区 898,754          羽 村 市 55,885           

渋 谷 区 214,511          あ き る 野 市 80,825           

中 野 区 319,270          

杉 並 区 557,731          西 東 京 市 199,232          

豊 島 区 293,628          瑞 穂 町 33,037           

北 区 338,250          日 の 出 町 17,108           

荒 川 区 207,067          檜 原 村 2,246            

板 橋 区 542,467          奥 多 摩 町 5,347            

練 馬 区 722,710          

大 島 町 8,030            

足 立 区 689,395          利 島 村 332              

葛 飾 区 442,607          新 島 村 2,710            

江 戸 川 区 678,497          神 津 島 村 1,825            

三 宅 村 2,559            

八 王 子 市 579,740          御 蔵 島 村 328              

立 川 市 180,247          八 丈 町 7,818            

武 蔵 野 市 142,548          青 ヶ 島 村 190              

三 鷹 市 188,023          小 笠 原 村 2,835            

青 梅 市 136,657          

人　　　　口 人　　　　口

注  総数については「人口推計（平成26年10月1日現在）」（総務省統計局）の総人口による。それ以外は
　  　「東京の人口（推計） 平成26年10月1日現在｣（東京都総務局）による。

葛
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第二号書式(第六条関係)

〒 －

都
府

道
県

ふ 　り 　が   な 市外局番

(2) 氏　        名

１ 平成

２ 昭和

３ 大正

４ 明治

１ 平成

２ 昭和

３ 大正

４ 明治

業　務　の　種　別

  診療所 1 診療所の開設者又は法人の代表者

2 診療所の勤務者

  病院 3 病院の開設者又は法人の代表者

(7) 主 に 従 事 し て （医育機関附属の病院を除く。） 4 病院の勤務者

い る 施 設 及 び   医育機関 5 医育機関の臨床系の教官又は教員

業 務 の 種 別 （医学部を有する大学 6 医育機関の臨床系の大学院生

　又はその附属機関） 7 医育機関の臨床系の勤務者で５及び６以外の者（医員、臨床研修医、その他）

8 医育機関の臨床系以外の大学院生

9 医育機関の臨床系以外の勤務者で８以外の者（教官、教員、その他）

  介護老人保健施設 10 介護老人保健施設の開設者又は法人の代表者

11 介護老人保健施設の勤務者

　上記以外の施設 12 医育機関以外の教育機関又は研究機関の勤務者

13 行政機関の従事者

14 12及び13以外の産業医

15 上記以外の保健衛生業務の従事者

  その他 16 その他の業務の従事者

17 無職の者

(8) 主たる業務内容 　最も長時間従事している業務内容を○で囲むこと。
(7)欄の1から15までのいず
れかを○で囲んだ者のみが
記入すること。

１ 診療 ２ 教育・研究 ３ 管理 ４  産業医業務 ５ その他

ふ 　り 　が 　な

(9) 従 事 先 の 名 称 市外局番
(7)欄の1から15までのいず
れかを○で囲んだ者のみが
記入すること。

(10) 従事先の所在地 〒 －
(7)欄の1から15までのいず
れかを○で囲んだ者のみが
記入すること。

都
府

道
県

市
郡

区
町
村

(11) 従  事  す  る Ⅰ 01 内科 02 呼吸器内科 03 循環器内科

診 療 科 名 等 04 消化器内科(胃腸内科) 05 腎臓内科 06 神経内科

07 糖尿病内科(代謝内科) 08 血液内科 09 皮膚科

10 アレルギー科 11 リウマチ科 12 感染症内科

13 小児科 14 精神科 15 心療内科

Ⅱ 16 外科 17 呼吸器外科 18 心臓血管外科

19 乳腺外科 20 気管食道外科 21 消化器外科(胃腸外科)

22 泌尿器科 23 肛門外科 24 脳神経外科

25 整形外科 26 形成外科 27 美容外科

28 眼科 29 耳鼻いんこう科 30 小児外科

31 産婦人科 32 産科 33 婦人科

Ⅲ 34 リハビリテーション科 35 放射線科 36 麻酔科

37 病理診断科 38 臨床検査科 39 救急科

Ⅳ 40 臨床研修医 41 全科

Ⅴ 42 その他（　　　　　　　　）

　 (       -       -        )

(       -       -        )

電　話

(5)
医　籍　登　録
番　　　　　号

第 号 (6)
 医 籍 登 録
 年  月  日

電 話

年 月 日

年 日

　生　年　月　日１ 男 ・ ２

施　設　の　種　別

業務の種別の１から
17までのうち一つを
○で囲むこと

性          別 (4)

主たる診療科名
の番号（１つ）

女

月

医

(3)

(平成26年12月31日現在)

医
医　師　届　出　票

(1) 住        　所

裏面へ続く

臨床研修医の場合、
「40 臨床研修医」の
みを○で囲むこと。

また、二つ以上○で
囲んだ者は右欄に主
たる診療科名の番号
を１つ記入するこ
と。

(7)欄の１から７まで
のいずれかを○で囲
んだ者のみが記入す
ること。
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医 師 届 出 票 に つ い て

１．記 入 上 の 注 意 事 項　

　(1) 届出票を切り離して記入する。

　(2) 黒（青）インク又は黒（青）ボールペンを用いて、はっきり記入する。 

　(3) 該当する事項に○を付けて選択する場合には、その番号を○で囲む。  

   

２．記 入 要 領                                                                              

　(1) 住所 必ず住所の郵便番号を郵便番号欄に記入し、住所欄には番地又は番号まで正確に記入する。

　(2) 氏名 医師免許証に記載されている氏名を正確に記入する。婚姻等により戸籍上の改姓はしたが、

医籍上の改姓がなされていない場合には、改姓した戸籍上の氏名を記入し「(14)備考」欄

に「婚姻により改姓」、「医籍の氏名変更申請中」等と明記する。

　(5) 医籍登録番号 医師免許証に記載されている番号を、枠内に右詰めで記入する。   

        例　第１２３号の場合     → 第 ０ ０ ０ １ ２ ３ 号

　(6) 医籍登録年月日 　医師免許証を再交付された場合には、｢再交付年月日｣を記入しないよう特に注意する。

　(7) 主に従事している施設及び業務の種別 複数の業務に従事している場合は、主な従事先・主な業務につ

いて記入した届出票１枚を提出する。

１ 診療所の開設者又は法人の代表者 診療所を開設している者、又は診療所を開設する法人の代表者

２ 診療所の勤務者 法人の代表者を除く診療所の勤務者（臨床研修医を含む。）

３ 病院の開設者又は法人の代表者 病院を開設している者、又は病院を開設する法人の代表者

４ 病院の勤務者

５ 医育機関の臨床系の教官又は教員

６ 医育機関の臨床系の大学院生

８ 医育機関の臨床系以外の大学院生

11 介護老人保健施設の勤務者 法人の代表者を除く介護老人保健施設の勤務者

13 行政機関の従事者 国､都道府県､ 保健所、市町村等の行政機関に従事している者

14 12及び13以外の産業医 事業場において、労働者の健康管理等のため従事している者

15 上記以外の保健衛生業務の従事者

16 その他の業務の従事者

17 無職の者 職業に従事していない者、休業中、病気療養中等

裏面へ続く

そ
の
他

1～15に含まれない者で、医師としての資格を必要としない業務に従事
している者（会社役員等)

12 医育機関以外の教育機関又は研究
   機関の勤務者

７ 医育機関の臨床系の勤務者で５及び
　 ６以外の者(医員､臨床研修医､その他)

９ 医育機関の臨床系以外の勤務者で８
　 以外の者（教官、教員、その他）

診
療
所

病
院

医
育
機
関

10 介護老人保健施設の開設者又は法人
　 の代表者

介保
護健
老施
人設

上施
記
以
外
の設

医学部を有する大学又は大学研究所の附属病院以外の病院の勤務者
（臨床研修医を含む。）

医学部を有する大学又は大学研究所やその附属病院に勤務する臨床系の
者（教授、准教授、講師、助教等）

医学部を有する大学又は大学研究所やその附属病院に勤務する臨床系の
大学院生

医学部を有する大学又は大学研究所やその附属病院に勤務する臨床系の
者（医員､臨床研修医､医局員(有給･無給に関わらず。)、研究生等）

医学部を有する大学又は大学研究所やその附属病院に勤務する臨床系以
外の大学院生

医学部を有する大学又は大学研究所やその附属病院に勤務する臨床系以
外の者（施設の管理者､基礎系の教授､准教授､講師､助教､研究生等）

介護老人保健施設を開設している者、又は介護老人保健施設を開設する
法人の代表者

医学部を有していない大学又は大学研究所やその附属機関に従事してい
る者（教授、准教授、講師、助教、大学院生、研究生等）

社会保険診療報酬支払基金､血液センター､生命保険会社(嘱託医)等の保
健衛生業務に従事している者
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